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講演の目的

世の中のAIを通じてAIに興味をもつ

FF*・FFS*のAIを通じて医療AIに興味を持つ

医療AIを使用する際の注意点を把握する

※ FF  ：富士フイルム
 FFS：富士フイルムソフトウエア
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富士フイルムグループが展開するほぼ全ての事業においてソフトウエア開発を行う

富士フイルムソフトウエアの事業領域
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AIとは？
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12, 14 26

何らかの入力に対して
何らかのルールに従って

何らかの出力を返す
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AIとは？
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12, 14 26

何らかの入力に対して
何らかのルールに従って

何らかの出力を返す

「何らかのルール」をデータから自動的に学習するシステム
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AIとは？：ルールを人間が定義する例 (not AI)
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AIとは？：ルールをデータから学習する例
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AIとは？：ルールをデータから学習する例
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犬

犬

猫

この入力の時は この出力になる
ルールを学習
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Group Discussion #1
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世の中にあふれているAIを
思いつく限り挙げてみよう
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世の中のAI
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AIとは？：身近ではない例
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• 外観検査（建物のひび割れ検査など）
• 医師の診断支援（病変領域の検出など）
• 不動産（マンションの価格査定など）

ひび割れ
の位置

肺結節
所見の位置
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AIとは：ここまでのまとめ
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AIとは「何らかのルール」を
データから自動的に学習するシステム

人間がルールを定義できなくても
データから自動でルールを学習できるのがAIの強み

AIは既に世の中でたくさん活用されている
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富士フイルムの医療AI：X線
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• CXR-AID
https://www.fujifilm.com/jp/ja/healthcare/healthcare-it/diagnostic-support/cxr-aid

• ポジショニングナビ
https://www.fujifilm.com/jp/ja/healthcare/x-ray/digital-xray-imaging/calneo-compact
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富士フイルムの医療AI：CT/MRI
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• SYNAPSE SAI viewer
https://www.fujifilm.com/jp/ja/healthcare/healthcare-it/it-imaging/sai-viewer

• 医療分野におけるAI技術ブランド「REiLI」
https://reili.fujifilm.com/index.html
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Group Discussion #2
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放射線技師として
どんなAIがあると

便利(嬉しい)か考えてみよう
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放射線技師としてあると便利なAI
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富士フイルムの医療AI：X線
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X線撮影時に被検者の左右間違いや前⇒後、後⇒前や
正面を撮影したいのに側面を撮ってしまう間違いを
事前に防ぐことを目指した機能
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AI開発の課題
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この入力の時は この出力になる
ルールを学習

胸部
後⇒前

胸部
前⇒後

胸部
後⇒前
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AI開発の課題
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人間がルールを定義できなくても
データから自動でルールを学習できるのがAIの強み

学習するルールを決められない
どんなルールを学習するかわからないのがAIの課題
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AI開発の課題 : ルールが意図通りでない例
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猫

犬

猫

この入力の時は この出力になる
ルールを学習

犬猫の例
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AI開発の課題: ルールが意図通りでない例
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この入力の時は この出力になる
ルールを学習

ポジナビの例

胸部
後⇒前

胸部
前⇒後

胸部
前⇒後
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AI開発の課題 :ポジショニングを間違えない為の要素

• どんな姿勢も反応する
• どんな人物も反応する
• どんな部屋も反応する
• etc…
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AI開発の課題 :「全ての条件のデータ」は集まる？

条件が多すぎてデータが集められない！
※データを集める＝実際の患者を撮影する

• どんな姿勢も反応する
• どんな人物も反応する
• どんな部屋も反応する
• etc…

38
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AIを使うときに知っておいてほしいこと
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医療AIは様々な場面で医療従事者の手助けをできる

現状のAIでは手助けはできるが、代わりはできない
最終確認や意思決定は医療従事者自身に責任が生じる

AIは正しい使い方をしなければ、
予期せぬ結果がでることがある
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AI: ルールの中に選択肢がない例
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猫

犬

猫

この入力の時は この出力になる
ルールを学習
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AI: ルールの中に選択肢がない例
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頭部側面
右⇒左

頭部側面
左⇒右

頭部側面
右⇒左

この入力の時は この出力になる
ルールを学習

頭部正面 前⇒後
と出力してほしいのに・・
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医療とAIに関する厚生労働省の活動の一部
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時期
1 2017年 保健医療分野におけるAI活用推進懇談会
2 2018年12月 人工知能（AI）を用いた診断、

治療等の支援を行うプログラムの利用と
医師法第17条の規定との関係について
（医政医発1219第1号）

3 2019年 保健医療分野AI開発加速コンソーシアム 
議論の整理と今後の方向性

現状のAIでは手助けはできるが、代わりはできない
最終確認や意思決定は医療従事者自身に責任が生じる
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1. 2. 医療従事者の責任
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厚生労働省は2018年12月には以下の通達を出している
「人工知能（AI）を用いた診断、治療等の支援を行うプログラムの利
用と医師法第17条の規定との関係について」（医政医発1219第1号）

この通達では、
「人工知能（AI）を用いた診断・治療支援を行うプログラムを利用し
て診療を行う場合についても、診断、治療等を行う主体は医師であり、
医師はその最終的な判断の責任を負うこととなり、当該診療は医師法
（昭和23年法律第201号）第17条の医業として行われる」

AIを利用しても、医師が医業として診断、治療を行うことを明確化
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1. 2. 医療従事者の責任
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厚生労働省は2018年12月には以下の通達を出して る
「 の利
用と 」 号）

この通達では、
「人工知能（AI）を用いた診断・治療支援を行うプログラムを利用し
て診療を行う場合についても、診断、治療等を行う主体は医師であり、
医師はその最終的な判断の責任を負うこととなり、当該診療は医師法
（昭和23年法律第201号）第17条の医業として行われる」

AIを利用しても、医師が医業として診断、治療を行うことを明確化

現状のAIでは手助けはできるが、代わりはできない
最終確認や意思決定は医療従事者自身に責任が生じる
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3. 将来的には変わるかも？
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2019年の厚生労働省
「保健医療分野AI開発加速コンソーシアム 

議論の整理と今後の方向性」では、

「AI技術の進歩は目覚ましいことから、人間とAIの協働などに関する
他の分野での議論や技術的進展を見ながら、今後も（このような建前
を継続するべきかについて）継続的な議論が必要」とされています。

日本では、医師に最終診断させるという立場を当面は継続されるが、
今後は異なる政策判断をする余地もあると考えられる
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本日のまとめ
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AIとは「何らかのルール」を
データから自動的に学習するシステム

AIは既に世の中でたくさん活用されている
富士フイルムグループでも多くの領域で活躍している

AIは正しい使い方をしなければ、
予期せぬ結果がでることがある

現状の医療AIは医療従事者を手助けするツールであり
責任や最終決定ができるものではない




